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Abstract

The purposes of this study are three-folds; those are, first of all, to compare the idea of

team spirit in sport with Japanese Groupism in sport. Secondly, to make the idea of spor-

tsmanship clear taking the interpretative difference of this into consideration which was

formed in the mid-19th century public school, and lastly, to make the points of problem

clear when we Japanese interpret the English idea of sportsmanship in Japanese context.

This study also advocates that in the mid-19th century sportsmanship evolved from

Christian mentality. Therefore sportsmanship or "playing fair" developed from the Christi-

an belief that a man should be honest or "be fair" toward others. The results are as follows:

1) The meaning of sportsmanship, formed in the mid-19th century in England meant
"To be a sportsman" . However, in Japan sportsmanship is interpreted as "The sports

spirit" and has taken root "to be a moral behavior of sportsman in games".

2) The idea of team spirit guarantees individual freedom, self-independence, at the same

time it means voluntary, subjective loyalty or self-sacrifice to the leader who is loyal to

Christianity. This idea clearly differs from Japanese "Groupism" which controls individual

freedom, equality and furthermore, would like to make a man pledge to the group and sup-

presses his personality.

3) The problems arise when Japanese people interpret the idea of sportsmanship. We

directly adopt the term formed in England without any regard to the mentality of Christian-

ity. Moreover, in Japan sportsmanship has been connected with Japanese ethos.
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1.は じ め に

日本 が 欧米 か らス ポ ー ツ を受 容 した の は,主

と して 明 治 以降 の こ とで あ る.異 文 化 で あ るス

ポ ー ツ を 日本 人 が受 容 す る際 に「自国 内的 解 釈 」

が 行 わ れ る の は 中 村1)が 指 摘 す る通 りで あ る

が,そ れ は翻 訳 とい う作 業 時 に も十 分 に起 こ り

う る こ とで あ る.翻 訳 とは あ る言 語 を別 の 言 語

へ と移 し一 置 くこ とで あ る が,単 な る言 葉 の 置

き換 え とは違 い,原 文 の文 意 は な ん らかの 屈 折

を くぐ り,原 文 と訳 文 との 間 に は,意 味 をめ ぐ

って の 差 異 と変 容,誤 解 と創 造,反 復 と断 絶 と

い う事 態 が 生 じ る2).当 然 の こ とな が ら,spor-

tsmanshipと い う英 語 も,ス ポ ー ツ マ ン シ ッ プ

とい う外 来 語 に移 し-置 か れ る過 程 で,意 味 内

容 の 差 異 と変 容,誤 解 と創 造,反 復 と断 絶 を経

て,原 語sportsmanshipと は概 念 的 に は何 ほ ど

か異 な る,日 本 的 な 文 脈 を含 意 した ス ポー ツマ

ン シ ップ として 定 着 した とい え る.

イギ リス で は,sportsmanshipの 概 念 は,19

世 紀 の パ ブ リ ック ・ス ク ー ル に お い て,チ ー

ム ・ス ピ リ ッ ト(team・spirit)や ア マ チ ュア リ

ズ ム(amateurism),フ ェア プ レ ・イ(fair play)

等 を意 味 す る もの として 醸 成 さ れ た.特 に,イ

ギ リス で はsportsmanshipと し て,集 団 ス ポ ー

ツ を通 して涵 養 され るチ ー ム ・ス ピ リ ッ ト,い

わ ゆ る個 人 よ りも集 団 の 利 益 を優 先 す る協 力 と

犠 牲 の 慣 習 が 強 調 さ れ る3).こ の よ うな 個 人 よ

り も集 団 の利 益 を優 先 す るチ ー ム ・ス ピ リッ ト

と類 似 した考 え方 は,日 本 の ス ポ ー ツ集 団 に も

み られ,日 本 で は 集 団 主 義 注1)とい う言 葉 で 表

現 さ れ る.日 本 で もス ポ ー ツ マ ン シ ップの 特 徴

と して,ス ポ ー ツ集 団 にみ られ る集 団主 義 が 強

調 さ れ る が,先 述 の よ う に 原 語 のsportsman-

shipと 外 来 語 の ス ポ ー ツ マ ン シ ップ との差 異

を前 提 とす る な らば,イ ギ リス の集 団 スポ ー ツ

に み られ る チ ー ム ・ス ピ リッ トの概 念 と 日本 の

ス ポ ー ツ集 団 に み られ る集 団 主義 の概 念 とは,

類似 して い て も同 じで は な い とい え る.

と ころ で イギ リス のsportsmanshipの 概 念 を

解明するには,こ のようなチーム ・スピリット

の概念と日本のスポーツ集団にみられる集団主

義の概念 との差異を念頭に置いておく必要があ

る.そ して,イ ギ リスのsportsmanshipの 概

念,特 にチーム ・スピリットの概念の解釈にお

いては,日 本的な価値観からの影響を捨象 し,

概念本来の意味内容を理解する必要がある.と

い うのも,イ ギ リスのsportsmanshipの 概念

を,意 味内容の変容を経た外来語であるスポー

ツマンシップと同一感覚で解釈すれば,誤 謬を

おかすことになるからである.

以上のことを踏まえて,本 研究では,次 の三

点の解明を目的 とした.第 一に,日 本の社会的

文脈の中から醸成された 日本的スポーツマンシ

ップの概念の特徴を明らかにすること.第 二

に,日 本の社会的文脈からの制約を可能な限 り

取 り除き,イ ギ リスの社会的文脈の中でイギリ

スのsportsmanshipの 概念を明確にすること.

第三に,イ ギ リスの社会的文脈の中で新たに解

釈され直したsportsmanshipの 概念をもとに,

日本的な集団主義の概念 との比較検討によって,

sportsmanshipの 概念を理解する際の留意点を

明 らかにす ることである.そ の際に,spor-

tsmanshipの 根幹を形成するチーム ・スピリッ

トの概念がキ リス ト教の影響が大 きいことを鑑

み,キ リスト教の精神を内面化 して生きるキ リ

ス ト教徒の行為を,そ の宗教経験に基づ く内面

的な意識状態に着目するという視点から解明す

る.

キリスト教に規定され,醸 成されたチーム ・

スピリットの概念と日本的な集団主義の概念 と

の違いを視野に入れて,sportsmanshipの 概念

を検討した研究はあまり見 られない.僅 少な研

究の一例として,阿 部4)がスポーツという用語

の概念史を英米日の辞書から考察し,ス ポーツ

概念の 日本的受容の特質を明確にしているが,

辞書的意味に付与された文化的背景を探るまで

には至っていない.ま た,デ ビット・ノッター

と竹内洋5)は,イ ギリスのパブ リック ・スクー

ル と日本の旧制高等学校におけるスポーツの誕
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生 と展 開 を相 対 化 し,両 者 の差 異 を 明確 に して

い る点 で は示 唆 を与 え る が,本 研 究 の 考 察 視 点

で あ るパ ブ リ ック ・ス ク ール の生 徒 たち の ハ ビ

トゥス形 成 に 関 わ って,キ リス ト教 信 仰 へ の 視

点 が 欠 落 して い る こ とに 問題 が あ る といわ ね ば

な らな い.

以 上 の こ とか ら,こ の 二 つ の概 念,つ ま り,

チ ー ム ・ス ピ リッ ト と集 団 主義 の差 異 を念 頭 に

置 い てsportsmanshipの 概 念 を 検 討 す る こ と

は,こ れ まで の 日本 に お け るsportsmanshipの

概 念 の 理 解 を 深 め る と と も に,sportsmanship

の解 釈 上 の 留 意 点 を示 唆 す る こ とが で きる と考

え られ る.

2.日 本 的 な ス ポ ー ツ マ ン シ ツ プ の 概 念

2.1辞 典 類 に み られ る意 味 とそ の 特 徴

代 表 的 な 日本 の 英 和 辞 典,国 語辞 典 か ら,日

本 に お け るsportsmanshipの 辞書 的意 味 の特 徴

を 明 らか に す る と以 下 の よ う にな る.

原 語sportsmanshipは,英 和 辞 典 で は 「運 動

家[競 技 者]精 神[気 質],ス ポ ー ツ マ ン シ ッ

プ,運 動[競 技]精 神,公 正 な こ と(fairplay),

運 動 の技 量 」6)と訳 さ れ る.ま た,広 辞 苑 に よ

る と,ス ポ ー ツ マ ン シ ップ は 「正 々堂 々 と公 明

に勝 負 を争 う運 動 家 精 神.ス ポ ー ツ マ ン にふ さ

わ し い 態 度 」7)と説 明 さ れ る.こ の 二 つ の 辞 典

か ら,日 本 で は,sportsmanshipを 「運 動 家 精

神 」 と捉 え る傾 向 が窺 わ れ る.

この よ う な 日本 に お け る傾 向 を阿 部8)は,イ

ギ リス のsportsmanshipの 概 念 と断絶 した考 え

方 で あ る と述 べ る.彼 は,イ ギ リス,日 本,そ

れ ぞ れ の 国 のsportsmanshipに 関 す る辞 書 的 意

味二の 比較 か ら,日 本 に お け るsportsmanshipの

辞 書 的 意 味 の特 徴 を次 の よう に説 明 す る.す な

わ ち,イ ギ リス で は,sportsmanshipと い う用

語 よ りも,sportsmanと い う用 語 に倫 理 的 な 意

味 合 い が 強 い の に 対 し,日 本 で はsportsman

とい う用 語 自体 に倫 理 的 な意 味 合 い を加 え る こ

とは 極 め て 少 な く,む しろsportsmanshipの 用

語 そ の もの に 強 い倫 理 的 意 味 合 い を付 与 す る傾

向にあるというのである.

2.2日 本語のスポーツマンシップの概念とそ

の特徴

日本語のカタカナ表記であるスポーツマンシ

ップという名辞は,sportsmanshipの 外来語で

ある.外 来語とは原語をただ単にカタカナ書き

にしたものであるが,先 述したように,外 来語

と原語の概念の間には,明 らかに何 らかの差異

が生じる.そ してその差異は,原 語の意味を踏

まえて,日 本の文化 ・社会的文脈の中で十分に

機能するように醸成し直したものと考えられる.

日本において醸成されたスポーツマンシップ

の概念は,お よそ次のように要約で きる.ス

ポーツマンシップとは,ス ポーツ競技を行なう

者が誰しも心得ておくべき競技者のあ り方,道

徳,倫 理であり,ス ポーツ自体にとってのみな

らず,社 会生活でも不可欠なものである9).こ

のように日本ではスポーツマンシップをスポー

ツマンの倫理的行為規準 として捉える傾向にあ

り,ス ポーツマンシップの概念そのものが,公

明正大に振る舞 うこと,相 手の立場を尊重する

こと,規 則を重んじること,感 情を抑制するこ

とといった,ス ポーツの場面でスポーツマンを

規制する倫理的な行為規範を内包 していると把

捉される.

このような日本語のスポーツマンシップの概

念 と原語であるsportsmanshipの 概念 との差異

は,具 体的にはどのようなものであろうか.

中村10)は,外 来文化であるスポーツを受容

する際,日 本人がスポーツに包摂される個人主

義思想や自由 ・平等の思想を十分に理解せず,

スポーツを日本的に解釈し,個 人の自由よりも

忠誠心や服従を強調する集団主義思想を醸成し

た と述べる.ま た,デ ビット ・ノッター と竹

内11)は,イ ギ リスのパブ リック ・スクールの

学生たちが自由な雰囲気でスポーツを楽しむの

と異な り,日 本の運動部員が 「徹底主義」や

「没我」「徹頭徹尾犠牲」 という精神や態度でス

ポーツに臨み,「苦行的な」スポーツを発展さ
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せたことを明らかにしている.こ のように外来

スポーツを日本的に解釈し,日 本的なスポーツ

概念に変容させた 日本人の特徴は,原 語spor-

tsmanshipを 外来語スポーツマンシ ップに移 し

-置 く際にもみ られ,集 団主義や没我,犠 牲を

強調する外来語スポーツマンシップを醸成 した

ように思われる.換 言すれば,日 本人は,自 由

や平等を基調 とするsportsmanshipの 概念を日

本的に解釈 し,個 人の自由や平等よりもスポー

ツ集団への忠誠心や服従を優先させる集団主義

を強調 したスポーツマンシ ップを醸成 したと考

えられる.

以上,日 本の社会的文脈の中で形成された日

本的なスポーツマンシップの概念について,簡

単にその特徴を明らかにした.で は,原 点と考

えられえる19世 紀中葉のパブ リック ・スクー

ルで形成されたsportsmanshipの 概念は,従 来

の日本の研究ではどのように解釈されてきたの

であろうか.

阿部は,「 トム ・ブラウンの学校生活」12)の

フットボールやクリケットの記述から,自 己否

定,全 体のための忠誠,協 同という徳性で表わ

せる近代チーム ・スピ リットの概念を導 きだ

す.そ してこれらの徳性を,キ ングズリに代表

されるキリス ト教社会主義者の思想,す なわち

キ リス ト教同胞意識から導かれる協同の原理に

よって説明する.彼 によれば,近 代チーム ・ス

ピリットは,基 本的人権が保障され,個 人が確

立されたうえで主張されるチーム ・スピリット

ではな く,「主張されはじめた端緒から,諸 個

人の自由 ・平等(基 本的人権)を 抑制する個の

集への埋没 という,個 の確立を阻む危険な因子

を孕んでいた」13)と捉えられる.こ のような解

釈は日本の集団主義とチーム ・スピリットの概

念 との相似性を想起させる.

3.sportsmanshipの 概 念 醸 成 の思 想 的

背景

前項においては,日 本的なスポーツマンシッ

プの概念の特徴を明らかにしてきたが,こ こで

は,イ ギ リ ス の 社 会 的 文 脈 の 中 で のsports-

manshipの 概 念 を 明 確 に す る 前 作 業 と して,

sportsmanshipの 概 念 が 醸 成 さ れ た 思 想 的 背 景

に つ いて 論 述 す る.

3.1辞 書 的意 味 か ら導 か れ る 背 景

原 語sportsmanshipが,「 運 動 家 精 神 」 と邦

訳 さ れ る こ とは 前 述 し た 通 りで あ る.と こ ろ

が,新 英 和 中辞 典 に よれ ば,-shipは,「 名 詞

に付 けて 状 態 ・身 分 ・職 ・在 職 期 ・技 量 ・手 腕

な どを示 す 名 詞 を造 る 」14)と説 明 さ れ,「 精 神 」

とい う意 味 は 内 包 して い な い.こ の こ とは,

sportsmanshipを,「 運 動 家 精 神 」 と訳 す よ り

も,「 運 動 家 で あ る こ と」,「運動 家 と して の 身

分,技 量,手 腕 」 と訳 す こ との適 切 性 を示 唆 し

てい る.邦 訳 か らの制 約 を で き る限 り取 り除 い

て,原 語sportsmanshipを 解 釈 す る と,sports-

manshipは,た だ単 に 「ス ポー ツマ ン で あ る こ

と」 と解 され,ス ポ ー ツ マン として の 身 分,技

量,そ して 手腕 を示 す言 葉 と推 定 され る.

イギ リス で は,sportsmanshipと い う用 語 よ

りも,sportsmanと い う用 語 に倫 理 的 な意 味 合

いが 強 い とい う.sportsmanshipの 辞 書 的 意 味・

か らも 明確 な よ う に,sportsmanshipの 用 語 自

体,sportsmanと い う名 詞 に重 きを置 い た 「ス

ポ ー ツ マ ン で あ る こ と」 と考 え られ る.こ の こ

とは,ス ポ ー ツ マ ン 自身 が 内在 さ せ るべ き徳 性

そ の もの がsportsmanshipの 概 念 醸 成 に強 く反

映 して い る こ とを示 唆 す る もの で あ る.以 上 の

こ とか ら,19世 紀 中葉 の 代 表 的 な ス ポ ー ツ マ

ン で あ る トム ・ブ ラ ウン の徳 性 を,彼 の思 想 的

背景 か ら明 らか にす る必要 があ る と考 え られ る.

3-2ト ム ・ブ ラ ウ ン に代 表 さ れ る スポ ー ツ マ

ンの 徳 性

ヒ ュー ズの 小 説 「トム ・ブ ラウ ン の学 校 生 活 」

は,無 邪 気 な少 年 トム ・ブ ラ ウン が ラグ ビー校

で の生 活 を通 して,立 派 な ク リス チ ャン ・ジ ェ

ン トル マ ン へ と成 長 し て い く過 程 を描 い て い

る.ヒ ューズ は,作 品 の 中 で,ト ム ・ブ ラウ ン
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の成長が校長であったアーノル ドの教育の成果

であることを随所で強調する.特 に,ア ーノル

ドのクリスチャン ・ジェン トルマンの育成 とい

う理念の影響は,ア ーノル ドが赴任するまでの

非キリス ト教的な雰囲気から,キ リス ト教的な

雰囲気が漂 うまでに至る.具 体的には,学 校寮

内では礼拝が励行され,祈 祷が日常習慣化する.

ところが,フ ットボールやクリケットなどを

楽しむスポーツマンというトム ・ブラウンのイ

メージが,そ のままアーノル ドが切望するクリ

スチャン ・ジェン トルマンのイメージ と同じで

あるとは言えない.な ぜなら,ア ーノル ドが直

接的なスポーツの奨励者ではなかった という見

解は,P. C. McIntosh15)を は じめ多 くの研究

者注2)が主張しているか らである.例 えば,A.

Briggsに よれば,「 アーノル ドは,奨 励された

アスレティシズムに 『精神の残忍性』を見たの

であって,そ こにチーム ・スピリットの原形を

見い出だしたのではない」16)とし,ア ーノル ド

よりもヒューズの方が,よ り明確にゲームの価

値やチーム ・スピリットの価値を認めていた と

主張する.

ヒューズは,ア ーノル ドよりもゲームの価値

を認めながらも,「 トム ・ブラウンの学校生活」

の真意がキ リス ト教の啓蒙にあったと告白す

る17).ヒ ューズがキ リス ト教社会主義者であ

ったことから判断して,彼 は,小 説を通して,

キリス ト教のイギ リス社会への流布を語 りかけ

ていたと思われる.ア ーノルドとヒューズの両

者にとって,最 大の関心事は,ス ポーツを行な

うことの是非ではなく,む しろキリスト教徒 と

して,神 の寵愛を得る人生を送 らせることにあ

った.彼 らは,ス ポーツ活動を含む,あ らゆる

現実生活の活動において,ク リスチャン ・ジェ

ン トルマン として行為できる人間に少年たちを

育もうとしていたのである.

このような視点に立てば,「 トム ・ブラウン

の学校生活」の中からチーム ・スピリットの概

念を導きだす際には,ト ム ・ブラウンのクリケ

ットの試合場面でみられる行為の基盤をなすク

リスチャン ・ジェン トルマンの理念に着目する

必要があろう.何 故なら,こ の理念こそが,ト

ム ・ブラウンの倫理的行為規準として常に働い

ていたと考えられるからである.

4.チ ーム ・ス ピ リ ッ トの 概念 の キ リス

ト教信仰か らの再解釈

アーノル ドやヒューズの意図からすれば,ス

ポーツマンの倫理的行為規準 として機能 してい

たクリスチャン ・ジェン トルマンの理念に着 目

する必要性が示唆された.特 に,ス ポーツマン

の行為結果 として表出される外面的な形式より

も,ク リスチャン ・ジェン トルマンの内面的な

意識状態に着 目することが有効である.何 故な

ら,ク リスチャン ・ジェン トルマンの宗教経験

は,そ の理念を内面化して行為へと移るからで

ある.そ のため,こ の項では,ま ず,キ リス ト

教信仰が個人の行為にいかに作用するのかとい

う問題について,次 に,自 己否定,全 体のため

の忠誠,協 同といった徳性がキリス ト教信仰の

中では,ど のように解釈されるのか という問題

について検討する.

4.1キ リス ト教信仰について

「トム ・ブラウンの学校生活」の中では,ラ

グビー校に入学以来,悪 行を重ね,礼 拝もしな

かったトム ・ブラウンが,礼 拝し,聖 書講読を

するようになるまでが描かれ,信 心深 くなった

ブラウン少年の心が,「安 らかな気持ちになっ

た」18)とまで表現されるようになる.回 心 した

トム ・ブラウンの行為は,そ れ以前 とは変容す

る.例 えば,無 法ないたず ら仲間からの誘惑を

断れるようになったり,校 長の命令に素直に従

うようになっている.

しかし,こ のようなトム ・ブラウンの行為変

容の要因を,キ リスト教への回心だけに求める

ことはできない.ト ム ・ブラウンの道徳的な行

為変容は,ト ム ・ブラウンの生来の素質,ア ー

ノル ドによる影響,友 人との関係,学 校生活か

らの制約など,他 に多 くの要因が関連 している
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からである.

キ リス ト教倫理の可能性 について研究する

J.M.ガ スタフソン19)は,人 が道徳的である

ためには,必 ずしも宗教的である必要はないと

述べる.換 言すれば,キ リス ト教への信仰が関

与していな くても,人 は十分に道徳的であるこ

とが可能だ というのである.し かし,彼 によれ

ば,信 仰心を持たない人 と比べると,キ リス ト

教徒は道徳的であるための根拠 として,神 の命

令 という意識を内在させているという.ト ム ・

ブラウソに関連させれば,ト ム ・ブラウンの道

徳的な行為変容の要因をキリス ト教信仰だけに

求め られな くとも,彼 のキ リス ト教への回心

は,あ る行為を決定する価値規準=神 の命令 と

して機能 し,選 択された行為を正当化するため

の根拠を与える機能を持つものであったといえ

る.つ まり,キ リスト教信仰は,ス ポーツマン

のエー トスとしての機能を十分に果たす可能性

があるといえることになる.

では,自 己否定,全 体のための忠誠,協 同と

いう徳性は,キ リス ト教信仰の中では,ど のよ

うに解釈されるのだろうか.

第一に,自 己否定 とは,神 の前に罪人である

自己を否定することによって,自 らが全 く新 し

く生まれ変わる,つ まり新生の道を歩むことを

意味する.こ れは,キ リスト教では,悔 改めと

いわれる行為である.聖 書は,「 だれでもキリ

ス トにあるならば,そ の人は新しく造られた者

である.古 きものは過ぎ去った,見 よ,す べて

が新 しくなったのである」20)と述べる.完 全な

る自己否定を経験 したキリスト教徒は,罪 を悔

改め新生した自由を持って,喜 んで神の目的に

そって行動し,他 者のためにも喜んで奉仕する

者 となる.換 言すれば,自 己否定 とは,罪 人で

ある自己の否定であるのと相対的に,神 に寵愛

される新しい自己の出現を意味するものといえ

よう.こ こには,日 本的な集団主義にみられる

ような 自己否定,す なわち個人を集団に埋没さ

せるという感覚はな く,む しろ,自 己に存在す

る利己的個人を否定し,神 の前に新生した個人

が,罪 の呵責から解放されて自由に行為すると

いう意味が存在する.

次に,忠 誠,服 従は,優 越者や権力者への媚

びへつ らいや抑圧的,屈 辱的な意識状態 をイ

メージさせる.キ リス ト教信仰においても,神

の命令への絶対的な服従や忠誠が要求される.

しかし,そ こで要求される行為は,決 して抑圧

的,屈 辱的な意識状態で行なわれるのではな

く,む しろ個人の自由な意思決定に基づいて主

体的に行なわれる行為である.

キリス ト教信仰では,神 と人間 との関係は,

次のように説明される.す なわち,神 は,人 間

を集めて民とし,集 めた民 と契約をかわした.

「神 とその民の関係は,道 徳的に責任のある主

人 とその僕 と同じように,た がいに権利義務に

よって」21)結ばれる.さ らに,神 は,そ の民の

王 となる.王 である神の支配は,正 義に従って

なされ,恵 み深 く,貧 しい者,抑 圧されたもの

を庇護するのである.神 の支配 の本質は,「 神

はそのひとり子を賜ったほどに,こ の世を愛し

て下さった.そ れは御子を信じる者がひとりも

滅びないで,永 遠の命を得るためである.」22)

という言葉によ く表されている.一 方,人 間

は,慈 悲深い神による罪からの救済 という経

験,す なわちキリス トの十字架の意味注3)を霊

的に体験することを通して,感 謝 し喜んで神へ

の忠誠と服従を誓うのである.

このように,キ リス ト教信仰においては,忠

誠 と服従が,主 体的,自 発的な意識状態からな

される.こ のような意識状態が生 じる要因を類

推すれば,次 のようになろう.つ まり,神 と人

間との単なる支配者対被支配者 という隷属関係

を,神 は人間を救い,人 間を愛する慈悲深い存

在,人 間は救い主である神に感謝する存在 とい

う相互契約関係を結ぶことによって,抑 圧的,

屈辱的な意識状態を変容させ,浄 化させたこと

にあると思われる.そ れゆえ,神 と人間 との関

係を現実世界に移す際には,忠 誠や服従を誓う

に値する支配者の資質が,非 常 に重要視され

る.ま た,忠 誠や服従は,契 約関係の中で交わ
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されるため,支 配者の資質や行為がキリスト教

精神から逸脱する場合,被 支配者は,い つでも

契約を放棄することができるのである.従 っ

て,キ リス ト教信仰の中での忠誠や服従は,日

本の集団主義にみ られるようなスポーツ集団,

スポーツ指導者への全人格をかけての忠誠や服

従 とは異な り,キ リスト教精神に忠実な指導者

への,究 極的には,神 への,主 体的,自 発的な

意識状態でなされる忠誠や服従 といえるだろう.

最後に,協 同という徳性であるが,神 は,教

徒に,「 自分を愛するようにあなたの隣 り人を

愛せ よ」23)と命 じる.ま た,「 わたしがあなた

がたを愛 したように,あ なたがたも互いに愛 し

合いなさい」24)と述べる.キ リス ト教信仰にお

いては,「人間と世界に対する神の恩恵に感謝

して,人 々は,他 者,社 会,自 然的世界の益の

ための行為を促され,ま たそうしなければなら

ない」25)人間 となる.神 自身が弱い者,貧 しい

者を救い,苦 しむ者,見 捨てられた者の権利を

保障するゆえ,人 もまた,隣 人を愛し,特 に弱

い者,貧 しい者,苦 しむ者,見 捨てられた者の

権利を保障するように,お 互い協力し合うこと

が要請されるのである.

キ リス ト教信仰に基づいて形成される集団

は,神 に愛され得る自律した個人が,お 互いの

権利を尊重しながら,神 を媒体 として集まった

集団を形成しているのであって,日 本的な集団

主義にみられるように個人が集団に埋没してい

るようなものではない.

以上を整理すれば,自 己否定,全 体のための

忠誠,協 同という徳性は,キ リスト教信仰にお

いては,個 人が集団へ埋没し,個 人の自由 ・平

等(基 本的人権)を 抑制する個人の確立を阻む

ようなものではな く,む しろ個人の自由 ・平等

を保障する指導者や集団の秩序に,神 に寵愛さ

れる自律した個人が,主 体的,自 発的に従い,

他者 とキ リス ト教的隣人愛で援助することを示

していると考えられる.

4.2チ ーム ・スピリッ トの概念とその特徴-

アーノル ドの思想から-

前項では,チ ーム ・スピリットの概念に関わ

る自己否定,全 体のための忠誠,協 同という徳

性を,キ リス ト教信仰 という視点から解釈 して

きた.同 様の解釈は,19世 紀中葉にも適用す

ることができる.な ぜなら,ア ーノル ドが主張

したキ リス ト教の目的は,人 間の営みのすべて

の領域にキ リス ト教の精神を導入 し,イ ギリス

国家をキ リス ト教化することにあ った26)から

である.

このようなアーノル ドの理念は,ラ グビー校

でのクリスチャン ・ジェン トルマンの育成 とい

う教育の中で具現化された.ア ーノル ドの教育

手段の一つは,ラ グビー校の自治制度,プ リー

フェクト ・ファギング制度注4)を充実させるこ

とだった.ア ーノル ドは,こ の制度を通 して,

少年に道徳訓練を施し,自 発的になされる忠誠

心を教え込んだ.ま た,彼 は 「少年に,仲 間内

で自らの義務を果たすこと,ま たよい事柄のた

めに 自己利益(interests)を 犠 牲 にす るこ

と」27)を教えた.ア ーノル ドが最 も重要視 して

いた道徳的な徳性は,忠 誠,自 己犠牲,服 従で

あった.イ ギリスのパブリック ・スクールにつ

いて研究するE. C. Mackは,本 来,自 発的で

意識的な利己心の征服である忠誠 と自己犠牲

が,実 際には,多 少押しつけられて行なう忠誠

だったと述べるが,そ の直後に,ア ーノル ドの

考えが,よ り意識的な個人の選択を基本 として

いたことも強調する28).ラ グビー校の教育理

念が,罪 人で,わ がままで,無 知な生徒を,ク

リスチャン ・ジェン トルマン として自律した大

人に育てることにあったため,生 徒には,少 々

権威主義的に忠誠や服従が要求されることはあ

っても,そ こには,常 に合法的な個人の自由や

自己選択が保障されていなければならなかった

のである.

また,E.C.Mackは,ア ーノル ドの死後生

じた多 くの現象,例 えばアスレティシズム,形

式主義,画 一化,帝 国主義を,ア ーノル ドが望
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んでいなかった と主張し,ア ーノル ドの意図し

た忠誠,自 己犠牲,服 従 という徳性を次のよう

に説明する.

「アーノル ドが'協調について説教した として

も,そ れは要点のみで,決 してあざむかないこ

と,そ して自由な規範への幾分かの服従につい

てであった.『 やらされること』への服従は,

彼が望むこととは,相 容れないことだった.母

校への,母 国への,良 いこと,あ るいは悪いこ

とへの忠誠は,ア ーノル ドの考えに含まれてさ

えいなかった.彼 は,価 値ある目的のためにの

みなされる忠誠 と自己犠牲を説いた.そ して,

その目的は,道 徳であり,階 級の 目的ではなか

った.…(中 略)… あなたの国(nation)

であるからとか,あ なたの階級であるからとい

う理由による国家や階級への忠誠は,ア ーノル

ドの教 えと相容れないものだった.…(中

略)… アーノル ドの理念の本質は,弱 い者の

幸せのために,プ リーフェクトを統制すること

だった.最 後に,ア ーノル ドは,彼 の教えによ

って利益を被 るに値する者 という制限つきで,

彼らに,個 性と自由を教えた」29)のである.

以上のことから,第 一に,ア ーノル ドが合法

的な個人の自由や 自己選択 を意図していた こ

と,第 二に,ア ーノル ドの考える忠誠と自己犠

牲 とい う徳性が,学 校や国家に対 してではな

く,道 徳的な価値ある目的に対してなされる個

人の自発的行為であること,第 三に,ア ーノル

ドの考える服従が,個 人の自由と弱い者の幸せ

を保障する統治者に対 してなされる行為である

ことが理解できる.つ まり,ア ーノル ドがクリ

スチャン ・ジェン トルマンに託した行為は,特

にチーム ・スピリットの概念に関していえば,

キリスト教精神に忠実な,し かも個人の自由と

弱い者の幸せを保障する上級者,あ るいはチー

ム全体に対する自発的,主 体的な状態でなされ

る忠誠 と自己犠牲,そ して服従だったのである.

5.sportsmanshipの 概 念 解 釈 に お け る

留意点

イギ リスにおけるチーム ・スピリットの概念

は,忠 誠,自 己犠牲,服 従 といった特徴から判

断すると,日 本的な集団主義の概念と類似した

もののように受け取れる.し かし,こ れまでの

考察で明らかなように,両 者には明確な差異が

認め られる.第 一に,行 為する人の意識状態に

着 目すると,イ ギリスでは,キ リス ト教信仰が

ベース として機能していたため,我 が国よりも

主体的,自 発的に行為する態度が形成されやす

いこと,第 二に,イ ギリスには,支 配者の是非

を問う価値規準が存在 していたこと,第 三に,

イギ リスでは,個 人の自由や個人の自律を前提

とした集団が形成される傾向があること,が 挙

げられる.

本研究では,sportsmanshipの 概念を解釈す

る際,意 図的に日本の集団主義の概念を対照と

した.こ れは,sportsmanshipの 概念を解釈す

る際に,文 化的相対主義の立場に立って,で き

る限 り日本的解釈の影響を取 り除 くための方法

である.す なわち,日 本的な価値尺度を払拭す

るために,日 本の集団主義を相対化する方法を

採用したのである.

sportsmanshipの 意味を 「運動家精神」 と訳

すこと,ま たsportsmanshipの 用語そのものを

スポーツマンを規定する倫理的行為規範 として

捉えるこ とにみ られる ように,日 本 のspor-

tsmanshipの 概念に関する解釈は,何 事にも精

神性を大切にするという日本的なエー トスと結

びつけて解釈されたように思われる.本 研究が

対象 とした19世 紀中葉のイギ リスには,イ ギ

リス人の倫理的行為規範 として,キ リスト教が

ベースに存在 していたため,sportsmanshipの

用語そのものに精神性を求める必要はなく,む

しろsportsmanshipは,単 に 「スポーツマンで

あること」 というスポーツマンの状態を表すだ

けに過ぎなかったといえるだろう.

キリス ト教信仰を十分に理解できないと,イ
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表1　 sportsmanshipと ス ポ ー ツ マ ンシ ップ の意 味 内容 の 差 異

ギ リス に お け る チ ー ム ・ス ピ リッ トの概 念 を解

釈 す る こ とは難 しい.と りわ け,キ リス ト教 の

本 質 に精 通 しな け れ ば,キ リス ト教 信 仰 が もた

らす 信 者 の 内面 的 な意 識 状 態 を十 分 に理 解 で き

な い の で あ る.そ の た め,日 本 に おい て,イ ギ

リス のsportsmanshipの 概 念 を解 釈 す る際 に 留

意 す べ き点 と して,第 一 に,キ リス ト教 信仰 へ

の十 分 な理解 を行 な うこ と,第 二 に,日 本 で は,

sportsmanshipの 意 味 が 精 神 主 義 とい う 日本 的

な エ ー トス と,ま た チ ー ム ・ス ピ リッ トの概 念

が 集 団 主 義 と結 び付 け られ な が ら解 釈 され て い

る こ とが 挙 げ られ る.イ ギ リス,日 本 に お け る

sportsmanshipの 概 念,特 に チ ー ム ・ス ピ リ ッ

トの 概 念 の 違 い を整 理 す れ ば,表1の よ うに

な る.

6.お わ り に

本 研 究 は,キ リス ト教 信 仰 に おけ る内面 的 な

意 識 状 態 に 着 目す る とい う視 点 か ら,19世 紀

中 葉 の パ ブ リ ッ ク ・ス ク ー ル で 形 成 さ れ た

sportsmanshipの 概 念,特 に チ ー ム ・ス ピ リ ッ

トの 概 念 を 明 らか に した.得 られ た 結論 は,以

下 の 通 りで あ る.

第 一 に,19世 紀 中 葉 のsportsmanshipの 辞

書 的 意 味 は,倫 理 的意 味 合 い が付 与 さ れ て お ら

ず,単 に 「ス ポ ー ツ マ ン で あ る こ と」 と解 され

る.こ れ に 対 し,日 本 で は,sportsmanshipの

用語自体に,倫 理的な意味合いを内包させ,ス

ポーツマンの倫理的行為規範 としての機能を持

たせる 「運動家精神」と解釈している.

第二 に,19世 紀中葉に形成されたチーム ・

スピリットの概念は,集 団の中での個人の自由

や自己選択の保障を前提 として,キ リス ト教精

神に忠実である指導者への主体的,自 発的な忠

誠や自己犠牲である.こ の概念は,個 人が集団

に埋没してしまう存在 となるような日本の集団

主義 とは明確に異なる.

第三に,日 本においてsportsmanshipの 概念

を解釈する際の留意点 としては,従 来,spor-

tsmanshipの 概念が日本的なエー トス と結び付

け られながら解釈されてきたので,キ リスト教

信仰の影響を考慮 しなが ら解釈されるべきであ

ることが挙げられる.

なお,本 研究では,イ ギリス社会が帝国主義

へ と移行する1870年 代頃から隆盛になる 「団

体精神」については言及しなかった.M.Toz-

erに よれば,団 体精神の考え方は,集 団に属

することを基本 としてお り,感 情を表に表わさ

ず,堅 苦 しい表情をつ くり,時 には,集 団の規

範への個人の昇華や人格を鋳型にはめることを

生み出した とい う30).こ のような状態は,日

本の集団主義にもみられることである.そ れゆ

え,1870年 以降隆盛になる団体精神 と日本の

集団主義の差異についても考察する必要がある
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が,今 後 の 課 題 とした い.

注

注1)こ こでの集 団主義 という用語 は,日 本の スポー

ツ研究者 が 日本 のスポーツ集 団の特徴 として説

明する事柄 をさ している.そ のため ここでは,

日本文化論 として,一 般的 に主張 される集 団主

義 を扱 う意 図はない し,現 実 に存在 するスポー

ツ集団の特徴 を解明しようとするもので もない.

注2)ア ーノル ドがスポーツの直接的 な奨励者 であっ

た か ど う か に つ い て は,阿 部 が,A. P.

Stanley,ヒ ューズ,J. J. Findiey, L. Strachy,

B. Russel, T. W. Bamford,ク ーベル タン,マ

ッキン トッシ ュ,A.Woh1等 のアーノル ド像 を

追 う中か ら,ア ーノル ドはスポー ツを直接的 に

奨励 したのではない との見解を導 きだしている.

阿部 生雄.(1979).ス ポーツ教育 とチーム ・

ス ピ リッ ト.体 育 ・スポー ツ人物 思想史.東

京.不 昧堂.pp.233-305.

注3)キ リス ト教信仰 において,イ エス ・キ リス トの

十字架は,人 間の贖罪 としての意味 を持 つ.す

なわち,神 は,全 人類 を罪の状態 か ら救 いだす

ため,神 の子であ るイエス ・キ リス トを,人 間

の罪の賄い として神 自らが捧 げた と解釈 される

のであ る.

注4)プ リーフ ェク ト ・フ ァギ ング(prefectfagging)

制度 とは,プ リーフ ェク ト(6年 級)が 下級生

を用足 しに使 うことである.6年 級 にのみ4年

級以下の学僕の使用が認 め られてお り,プ リー

フ ェク トの役割 は,弱 い者 い じめをな くす こ

と,生 徒間の秩序維持 と風紀取締 り,集 会時の

指揮 と点呼等であ った.一 方,フ ァグ(学 僕)

の役 割 は,郵 便 物の配 達や その他 の雑用 で プ

リー フェク トに奉仕 するこ とであ った.

阿部 生雄.(1979).ス ポーツ教育 とチ ーム ・

スピ リッ ト.体 育 ・スポー ツ人物 思想史.東

京.不 昧堂.p.257の 説 明を参考 にした.
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